
静岡大学・人文社会科学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３８０１

基盤研究(B)（一般）

2018～2015

ポストメディア時代の翻訳論

Translation Theory in the Postmedia Age

７０１９５９１５研究者番号：

今野　喜和人（KONNO, Kiwahito）

研究期間：

１５Ｈ０３１９９

年 月 日現在  元   ６ １２

円     7,100,000

研究成果の概要（和文）： グローバリゼーションと IT 革命により、現代は様々なメディアやジャンルの枠組
みが揺らいだ「ポストメディア時代」を迎え、その中で、〈翻訳〉は量的にも質的にも大きな変貌を遂げてい
る。本研究ではそのような翻訳の現状と意義を重層的・学際的・国際的に考察すべく、多様な言語、文化、時代
における文学、映画、絵画、思想等の実例を通じて考察した。同時に、翻訳と密接な関わりを持つアダプテーシ
ョンについても、理論面と実際面の解明を行った。

研究成果の概要（英文）：Globalization and the IT revolution, among other factors, have forced us to 
enter a “Postmedia Age” defined by profound changes on how we perceive traditional media and 
generic boundaries. Among these changes, the way we practice and analyze “translation” has seen 
important quantitative and qualitative transformations. In this research project, we looked at 
specific examples of literary, cinematic, artistic and philosophical works that were created in 
various languages, cultures and eras, in order to understand from a multilayered, interdisciplinary,
 and international perspective, the current state of translation and its significance within the 
context of this “Postmedia Age”. We also analyzed translation and the closely related practice of 
adaptation from a theoretical and practical perspective.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 現代において、英語への一極集中や機械翻訳の発達といった、人間の翻訳活動を一見不要にするような事態が
進行する一方で、実は日常生活のあらゆる場面で翻訳の重要性は増しており、言語、文学の研究はもとより、カ
ルチュラル・スタディーズや現代思想においても翻訳論は中心的な課題となりつつある。様々な言語、文化、時
代における翻訳とアダプテーションの理論と実際を明らかにしたことで、「ポストメディア時代」における文学
芸術の分析に重要な鍵概念を提供でき、国際的、学際的な立場から新たな詩学の可能性も切り開いた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
グローバリゼーションやインターネットの普及によって、国と国、言語と言語、文化と文化
の間の境が低くなり、様々な情報の流通量が飛躍的に増大している。英語への一極集中や機械
翻訳の登場といった、人間の翻訳活動を一見不要にするような事態が進行する一方で、実は日
常生活のあらゆる場面で翻訳の重要性は増しており、言語、文学の研究はもとより、カルチュ
ラル・スタディーズや現代思想においても翻訳論は中心的な課題となりつつある。それは IT 
革命による視聴覚メディアやデジタル技術の爆発的発展を背景にした諸芸術の付置のゆらぎ、
「ポストメディア」と称される事態とも並行しており、翻訳研究はこのような文学芸術の分析
に重要な鍵概念を提供するだけでなく、翻訳のモデルそのものが現代の美学を支えている側面
もあると言える。そのような時代において、旧来の翻訳研究も当然新たな対象と方法論を打ち
立てる必要が生じており、またその探求によって、新たな詩学を生み出すことも可能になると
思われる。本研究計画はこのような時代的要請から生み出されたものである。 
 
２．研究の目的 
人間のことばが生まれて以来行われてきた「翻訳」の営みは、現代におけるグローバリゼー
ションと IT 革命によって、量的にも質的にも大きな変貌を遂げている。20 世紀における英
語の一極支配と機械翻訳の登場によって早晩衰退するかに思われた人間の翻訳活動は、むしろ
日常の生活において以前よりも積極的な役割を果たすようになり、様々なメディアにおける従
来の枠組みの変容・崩壊・統合と相互に影響を与え合いながら、今世紀に入って文学研究はも
とより、言語学、カルチュラル・スタディーズ、哲学、美学や批評理論の中心的な課題となり
つつある。本研究は「ポストメディア時代」とも称される現代において、文学や芸術のみなら
ず、思想や文化そのものの伝播・交流における翻訳の持つ意味を重層的・学際的・国際的に考
察することで、新たな詩学の可能性を開こうとするものである。 
 
３．研究の方法 
 上に述べたように、グローバルな規模で同時発生的に、かつオール（もしくはノン）・ジャン
ル的に生じている現象を総体として捉えるには、能うかぎり多くの言語とカテゴリーにわたる、
能うかぎり多くの作家・作品とその周辺事象を視野に入れる必要がある。また、現代の特殊性
を明らかにするためにも、過去の事象の分析をおろそかにすることはできない。これらの分析
を支え、またその分析から新たに修正が加えられるべき理論面の考察も必要である。そのため、
本研究では専門とする言語、時代、領域、所属学会、さらに母語も異なる 11名のメンバーから
なる多彩な組織を形成した。 
 代表者と分担者が具体的に主に研究対象とした言語と研究対象を表にすれば以下のようにな
る（今野は代表者、以下は分担者） 
メンバー 今野 田村 南 安永 桑島 花方 

対象言語 日、仏 日 日、韓 仏 中 西、英 

分析対象 理論、文学、映画 文学、映画 文学、思想 文学 文学 文学、映画 

 
山内 大原 コルベイユ 大薗 ローベル 

英 西 日、仏 日、独 日、仏、チェコ 

文学、絵画 歴史、文学 理論、文学 理論、言語学 理論、文学 

これらのメンバーと、関心を同じくする同僚研究者による互いの研究発表、さらに他大学の
研究者や創作者の招待発表等を通じて、既存の学会組織では得られないような知見を共有する
ことが可能になり、各学会での研究発表や、研究会の機関誌『翻訳の文化／文化の翻訳』への
寄稿、さらに最終的な研究書出版に繋がった。 
 
４．研究成果 
 今回の研究成果は、代表者および分担者に加え、研究会に随時参加した同僚研究者３名が寄
稿した研究書、『翻訳とアダプテーションの倫理――ジャンルとメディアを越えて』（春風社、
2019 年）に結実した。その目次は次の通りである（下線を引いた氏名が代表者・分担者）。 
 
はじめに（今野）／第一章（コルベイユ）「馴化された翻訳と渋澤龍彦――教育、法律と倫
理」／第二章（安永）ポール・ヴァレリーの翻訳体験をめぐって――ウェルギリウス『牧歌』
仏語韻文翻訳から『樹についての対話』執筆へ／第三章（ローベル）ミラン・クンデラと自
己翻訳――フランスを介した「一般化」から読み解く作者の意図」／第四章（中村）「削除
と伏字――谷崎潤一郎と窪田空穂の『源氏物語』現代語訳」／第五章（大薗）「事態把握と
翻訳――認知言語学から見た逐語訳とアダプテーションの間」／第六章（花方）「法の侵害
か､モラルの侵犯か――映画『ノスフェラトゥ』と原作『ドラキュラ』をめぐる考察」／第
七章（今野）「芥川龍之介と黒澤明の貸借対照表――映画『羅生門』のアダプテーション再



考」／第八章（田村）「二つの「伊豆の踊子」――翻案（アダプテーション）としての映画」
／第九章（大原）「ヌマンシアのアダプテーション――ローマ帝国からセルバンテスそして
ナショナリズムへ」／第十章（山内）「ジェスの「トランスレーションズ」――あるいは創
造的な共謀へのいざないについて」／第十一章（南）「ル・ボン「民族心理学」の東アジア
における受容と翻案――李光洙・夏目漱石・魯迅を中心に」／第十二章（袴田）古代庭園文
化の受容と翻案――寝殿造庭園と名所の発生／第十三章（桑島）「もの言う農民作家――閻
連科の小説に見る倫理」／第十四章（渡邊）「動物と私のあいだ――中上健次『熊野集』「熊
の背中に乗って」「鴉」」。 
 
 以下、本書を中心に、それ以外の業績も含めた代表者、分担者それぞれの成果について述べ
る。 
 まず、代表者の今野は研究の基礎となる理論的指針を明確化することを目指し、上記研究書
の「はじめに」を執筆した他、主に映画と文学のアダプテーションに関連して、芥川龍之介の
「藪の中」と黒澤明の『羅生門』の比較研究という古典的主題を、現代的視点から総括した。 
 映画と文学の関係については、芸術作品が異なる媒体に変換されて再創造される際にどのよ
うな問題が生じるかという視点から、芸術（記号）間翻訳、アダプテーション（翻案）の問題
として、川端康成の小説「伊豆の踊子」と五所平之助監督による第一回映画化作品『恋の花咲
く伊豆の踊子』、および同作家による小説「古都」と早坂暁脚本によってテレビドラマ化された
『古都』を比較対照することによって、翻訳の忠実性を超えたテクスト同士の関係性について
知見を得た。 
 映画については他に、花方が映画『ノスフェラトゥ』と原作『ドラキュラ』に関連して法律
的議論も含めて考察した他、映画監督アレハンドロ・ゴンサレス・イニャリトゥとアルフォン
ソ・キュアロン（スペイン語読みではクアロン）の英語作品を題材に、デジタル・メディアに
よる映像加工が主流となった 2000 年代の映画において、フィルムによる撮影を前提として作ら
れていた表象と受容のコンベンションがどのように変質しつつ受け継がれているか、またそれ
がどのようなメタレベルでの批評を含みつつ作品に取り込まれているかを、門林岳史らのポス
トメディア論を援用しながら分析した。 
また大原は文学文化における普遍的なテーマである歴史上の包囲戦、特に第二次セルティベ
リア戦争におけるヌマンシアの陥落が、絵画、彫刻、文学、戯曲、年代記など異なるメディア
間で 2000 年以上の長い間どのように絡み合って表現されてきたのかについて考察した。また、
フランコ独裁政権期にファランヘ内部から移民問題についての批判が生じた際、史実が外国映
画から影響を受けながら制作され、またどのような政治的配慮をしながら、検閲の問題を潜り
抜け上映に至ったのかについても明らかにした。 
 メディア間の広義の「翻訳」については、山内が 20世紀後半のカリフォルニアを代表する画
家ジェスの連作「トランスレーションズ」を分析し、複数のイメージの間や絵画と言語の間で
生じる翻訳の可能性を明らかにした。またジェスの最良の理解者としても高名なアメリカの詩
人マイケル・パーマーの作品を多角的に分析し、研究書『マイケル・パーマー――オルタナテ
ィヴなヴィジョンを求めて』（思潮社）を 2015 年に上梓した。同書は 2016 年に第 7回鮎川信夫
賞（鮎川信夫現代詩顕彰会）を受賞した。 
 一方、主に文学プロパーに関わる狭義の翻訳については、ローベルが作家の文学創造に与え
る「越境」の影響に注目し、特にミラン・クンデラの自己翻訳、外国語執筆、世界文学に向け
た作家像形成について考察し、学会発表 3件、論文 1件、著書 1件の成果発表を行った。国際
比較文学会第 21 回大会ではリービ英雄や多和田葉子を例にクンデラとは異なる越境文学の新
しい局面にも触れた。2017 年度 SJLLF 秋季大会ではナボコフ、ベケット、アンドレイ・マキイ
ヌの各専門家とともに越境文学に関するワークショップを開催した。 
 安永はポール・ヴァレリーを考察の軸として研究を進めた。ヴォルテールやニーチェなどの
著述にきっかけを得て展開されたヴァレリーの思考や感性のありようを文化間翻訳として捉え、
ヴァレリーの生と著述の意義が次男フランソワにいかに継承されたのかについて、世代間翻訳
の例として論じた。また、フランス語による朗読の実践を通じ、声というメディアの意義につ
いての考察を深めた。 
 南は朝鮮に関連させていくつかの論文を発表した。単著論文「李箕永著・大村益夫訳『故郷』
を読みながら」（2018）、「<朝鮮近代文学選集>の刊行と李泰俊『思想の月夜』―音訳・二重言語・
母語性」（2017）においては書評の形態を借りて、従来の権威的な翻訳について批判している。
他方、共同研究である「松本清張文学の韓国における翻訳状況と特徴」（2019、第 20回松本清
張奨励賞）、「三浦綾子文学の韓国における翻訳受容の現況と分析」（2018）においては翻訳実態
の基礎研究を行った。 
 桑島は中国の作家閻連科が「チャタレイ夫人の恋人」を換骨奪胎しつつ、中国の体制を挑発
した「人民に奉仕する」を研究対象とし、倫理・規範を逸脱するかに見えて、逆に現代中国社
会の根深い闇を炙り出し、倫理・規範の揺らぎや人の尊厳を考えさせずにはおかないありよう
を跡づけた。 
 こうした研究を支え、またこれらの研究によって修正されるべき翻訳の理論的研究について
は、コルベイユが主に西洋翻訳の現状を分析するフランス語と英語の研究を参考にし、日本の
翻訳の独自問題を理解するために新しい翻訳論を切り拓いた。また、間メディア性のアプロー



チを用いて、戦後日本の文学、漫画、映画におけるアダプテーションに含まれている「翻訳」
を考察した。その結果、戦後における海外文化受容を理解するために、メディア媒体とは関係
なく、翻訳が鍵であることを明らかにした。 
 さらに、メンバーの中で唯一の言語学研究者である大薗は、言語化に先行する事態把握（事
態の捉え方）のプロセスの分析を通し、逐語訳からパラフレーズに至るさまざまな翻訳方法の
背後には、事態把握における話し手・書き手が好んで選択するスタンスが関与的であり、これ
には個別言語的側面もあること、従って、表面的な逐語訳が必ずしも「正確性」を反映しない
ことがあり得ることなどを明らかにした。 
 以上、様々な言語、文化、時代における翻訳とアダプテーションの理論と実際を明らかにし
たことで、「ポストメディア時代」における文学芸術の分析に重要な鍵概念を提供でき、国際的、
学際的な立場から新たな詩学の可能性も切り開いたと考えられる。 
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